
Edu-Diver 構想
「Edu-Diver構想」とは、児童生徒１人１台タブレット端末と高速大容量ネットワークを

効果的に活用して、「一人ひとりの学びを実現する」長岡独自の教育体制です

※Edu-Diver(エデュダイバー)：教育(Education)と多様性(Diversity)を組み合わせた名称
多様性は一人ひとりの学ぶことができる場所や時間の違いを示します
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※

やむを得ず登校
することができない
児童生徒への学習
保障 （在宅）

子ども・青少年相談
センターやスクールカウ
ンセラーとの連携特別な教育的

ニーズのある
児童生徒への
適切な支援

通級指導教室に
在籍する児童
生徒への支援

授業イノベーションの
視点による効果的な
ICT活用

校内教育支援
センターを利用
する児童生徒
への支援

長岡市ほっとルーム、
フレンドリールームを
利用する児童生徒
への学習保障

日本語指導が
必要な児童生徒
への適切な支援

放課後デイサービ
ス等を利用する児
童生徒への支援

入院している児童
生徒への学習保障

・基幹３病院と提携

・モバイルルータの貸出

〇端末の活用は児童生徒の情報リテラシーや健康面への影響等にも十分配慮しながら進めていきます。

https://www.nagaokapf.jp/

